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生涯学習の場を求めて 
―中学生の海外派遣を終えて―

　今年度の新規事業として、国際社会に

も対応のできる人材の育成をしようと、

町と稲美町国際交流協会が主催する中学

生海外派遣事業が実施されました。

　８月18日から25日の８日間、中学生８

人（男２人、女６人）が西オーストラリ

ア州のパース近郊を訪問し、ファームス

テイやホームステイ、また、現地生徒と

の交流から相互理解を深めてきました。

　彼ら８人は、遠くオーストラリアの地

で何を感じ、何を学んできたのでしょうか。

　かけがえのないものとなった８人の体

験談を紹介します。

行政関係者

　大西　由二（稲美町助役）

　藤原　良知（企画課副課長）

引率者

　蓑内　捷之（稲美町国際交流協会会長）

　湊　　　謙（稲美中学校教諭）

派遣生徒

　稲美中３年

　池田　奈央

　井上　浩朗

　佐藤　友香

長坂　裕美

森田亜沙美

稲美北中３年

古川明日香

大前　美幸

村田　欣吾

稲美町国際交流協会　会長　蓑内 捷之
かつゆき

稲美町助役　大西 由二
よしじ

オーストラリアを訪問したメンバー

　
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
体
験

し
た
生
徒
の

感
想
は
、
英

語
の
難
し
さ

を
実
感
し
な

が
ら
も
、
も

っ
と
長
く
滞

在
し
た
い
と
い
う
も
の
や
、
ホ
ス
ト
の
皆

さ
ん
の
心
遣
い
が
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う

も
の
で
し
た
。
「
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で

き
、
ス
ワ
ン
市
と
い
う
第
二
の
故
郷
も
で

き
大
満
足
…
」
と
。

　
最
も
重
要
な
点
は
、
中
学
生
と
い
う
若

者
の
感
性
が
外
国
の
人
々
、
日
常
生
活
や

自
然
に
接
し
、
ど
う
変
容
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
生
涯
学
習
の
立
場
か
ら
こ
の

貴
重
な
体
験
は
き
っ
と
将
来
キ
ラ
リ
と
光

る
心
の
宝
石
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
異
文
化
体
験
が
必
ず
や
人
間

を
立
派
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
の
願
い
は
、
今
後
も
中
学
生
を
海
外

派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
視
野
を

持
ち
、
住
民
全
体
に
交
流
の
輪
を
広
げ
、

ゆ
た
か
な
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　
ス
ワ
ン
市
（
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
の

ホ
ス
ト
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
現
地
の

方
々
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

スワン市との交流はじまるスワン市との交流はじまる

　
国
際
交
流

事
業
の
一
環

と
し
て
、
初

め
て
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

州
ス
ワ
ン
市

へ
中
学
生
を

派
遣
す
る
こ

と
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
稲
美
町
の
約
30
倍
の
面
積
を
持
つ
ス
ワ

ン
市
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
見
守

ら
れ
、
か
つ
て
味
わ
う
こ
と
の
な
か
っ
た

豊
か
な
経
験
を
な
し
え
た
中
学
生
の
体
験

談
を
一
読
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
感
動
を

改
め
て
み
な
さ
ん
に
も
受
け
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
か
ら
、
「
私

は
子
ど
も
達
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
楽
し
い
の
で
す
。
だ

か
ら
、
１
カ
月
で
も
１
年
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
引
き
受
け
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た

言
葉
が
私
自
身
の
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
パ
ー
ス
に
あ
る
兵
庫

県
の
海
外
事
務
所
、
ス
ワ
ン
市
長
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ス
ワ
ン
市
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
今
後

と
も
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
が
社
会
学
習

を
体
験
し
て
も
ら
う
大
切
な
教
育
の
場
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

き
ま
す
よ
う
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲スワン市長（左）と ▲友好の楯をスワン市長へ
たて

２３
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あっという間の１週間　　　　　池田 奈央自然の豊かさ 人のあたたかさ　 佐藤 友香

感謝を口に出すということ　　　井上 浩朗夢のようだった８日間　　　　　長坂 裕美

緊張感も良い思い出に　　　　森田 亜沙美もう一度ホームステイがしたい　大前 美幸

その優しさにふれて　　　　　古川 明日香新たな発見ができた海外派遣　　村田 欣吾

　学校見学では、うら
やましく感じたことがあ
ります。１・２時間目が
終わるとティータイムが
あり、15時までの授業で
皆すぐに帰
宅してしま
うのです。
ついつい大
西助役さん
に頼んでし
まうほどで
した。
　ホームステイでは、１
人で暮らしているデイビ
ーのところにお世話にな
りました。晩御飯ではフ
ィッシュ＆チップスを食
べることができました。
また、映画にも行きまし

たが、上映中に大きな声
で笑ったり、立ち歩いた
り、習慣の違いに驚きま
した。デイビーが私たち
のために時間を使ってく

れたこと、
一番に考え
てくれたこ
とは、とて
もうれしか
ったです。
　あっとい

う間に過ぎてしまった１
週間。たくさんの人とお
話しができ、良い経験に
なりました。もっとオー
ストラリアで過ごしたか
ったのにという感じです。

　相手を幸せにしたり、
人と人との交流を深める
ことができるのは、感謝
を口に出すことだと思い
ます。ホームステイに関
しても、受
け入れてく
ださったこ
と、いつも
より早起き
していろい
ろな場所へ
何時間もかけて連れて行
ってくださったこと、い
つも温かい料理を作って
くれたことなど、感謝し
なければいけないことは
たくさんありました。
　身近にある感謝しなけ
ればいけないことをみつ

け、恥ずかしがらずに「あ
りがとう」というべきだ
と思います。それが国際
交流の第一歩なのだから。
　僕は、これまで過ごし

てきた約15
年間で、数
えるほどし
か「心を込
めて感謝」
を口に出し
ていません

でしたが、この８日間は
そんな僕を変えてくれ、
精神的に強くしてくれた
と思います。

　オーストラリアでは本
当に驚きの連続でした。
　私のホストファミリー
も、周りの家と同じよう
に広大な草原を持ってい
ましたが、
豊かな自然
と生活が密
接していて
良い所だと
思いました。
　また、人
の考え方も日本とは違う
ように感じました。日本
人は集団を大事にする民
族とよく言われます。一
方、オーストラリアの人
は、個人をとても大事に
していました。だれも何
も言いませんが、自分の

行動には自分で責任を持
つのです。日本とは全く
違う考え方でした。
　今回、言葉が違ってい
たからこそ、普段気にし

ていない自
然の奇麗さ
や人のあた
たかさを身
にしみて感
じることが
できたと思

います。
　こんな良い体験ができ
たのも、たくさんの方の
支援があったからですが、
この感謝の気持ちを別の
ことで恩返しできればい
いなと思います。

　私たちは、いろいろな
人に「君たちは稲美町、
兵庫県、日本の代表者で、
それらを背負って行くん
だよ」と言われ、私は大
丈夫かなと
不安でした。
でも、この
８日間は夢
のように過
ぎていきま
した。
　ファームでは、痛そう
に見える口ばしのエミュ
ーにエサをあげることが
できて感動でした。みん
なでしたキャンプファイ
ヤーも楽しさ120％でした。
　ホームステイ先には、
子どもがいなくて残念だ

ったけど、紙に書いたり
電子辞書を使ったりして
何とか会話もできました。
また、キングスパークや
パース動物園、水族館に

も連れて行
ってもらい、
すごく楽し
かったです。
　私たちが
楽しい思い
でこの１週

間過ごせたのは、引率し
てくださった方々や多く
の皆さんのお陰です。本
当にありがとうございま
した。

　ホストとは、初めは緊
張して笑っていることし
かできなくて、英語ばっ
かりなんだなぁと思うと
不安にもなりました。で
も、家族の
人がゆっく
り話してく
れたので不
安は少なく
なっていき
ました。初
めての晩御飯では、食べ
方を教えてもらったりし
て楽しく過ごせました。
この日は緊張でちょっと
疲れたけど、良い思い出
になったと思います。そ
の後は、たくさん話をし
ようと、辞書を持ち歩い

ていました。
　お別れはとてもさみし
かったです。みんながや
さしくて、本当の家族み
たいな存在でした。本当

に悲しくな
って何故か
自然に泣い
てしまいま
した。もっ
と長い間ホ
ームステイ

がしたかったし、家族の
人とも仲良くなれたから、
大人になったら絶対もう
一度行きたいです。本当
にこの事業に参加できて
良かったです。

　今だから言えることは、
タンヤとブライアンの家
にホームステイができて
良かったということです。
　ホームステイというと、
同じ年くら
いの子ども
がいる家に
お世話にな
り、子ども
と友達にな
ったりする
ことだと思っていたので、
初めてホストが２人とわ
かった時は少しがっかり
しました。でも、タンヤ
とブライアンは仕事を持
ちながら私たちをホーム
ステイさせてくれ、娘の
ようにかわいがってくれ

ました。その優しさの中
で生活するうちに、この
家にホームステイさせて
もらって本当に良かった
と思えてきました。言葉

が違っても、
生活習慣が
違っても、
心は通じる
と２人に教
えてもらい
ました。

　別れの日、悲しくて悲
しくて何度も泣いてしま
いましたが、また、タン
ヤとブライアンに会いに
行きたいです。

　私がこの８日間、オー
ストラリアで体験したこ
とは数え切れないほどた
くさんあり、そのすべて
は今でもこころに残って
います。
　夜空いっ
ぱいにあふ
れている星
たちに感動
し、南半球
でしか見ら
れない南十字星を見つけ、
うれしく心が躍りました。
　楽しく充実した８日間
でしたが、８日というの
はとても短く感じられた
し、あんまり英語ができ
なくて、ただ行きたいと
いう思いだけで応募した

私だけど、気合と根性が
あれば英語は通じるし、
思いが通じることがここ
パースでわかりました。
しかも、日本以外の国に

知っている
人ができ、
とても光栄
に思います。
この体験で
私の夢は達
成でき、そ

れと同時に、パースにも
う一度行きたい、そして、
もう一度ホームステイが
したいという大きな夢が
出来ました。

　今回の海外派遣で、僕
は多くのことを学びまし
た。西オーストラリア州
では、30万人が日本語を
勉強していて、これは60
人に１人の
割合だそう
です。また、
日本との文
化の違いに
ついては、
違う所は似
ても似つかないのに、同
じ所はまったく気が付か
ないくらい同じところが
ありました。それらを発
見するごとに少しうれし
く、そして楽しくなりま
した。
　英語はとても勉強にな

りました。特に驚いたの
は、学校で習うのとは全
然違うことです。例に挙
げるとすれば疑問文です。
オーストラリアでは、肯

定文の構成
で文の最後
を上げるだ
けで疑問文
と理解して
くれるので
す。

　近い将来、とても親切
にしてくれた僕のホスト
ファミリーをもう一度訪
ねたいと思います。今年
の夏休みは今までで一番
良い夏休みになりました。
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